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雲仙警察署協議会第１回会議議事概要

日 時 令和６年１月25日（木）14時00分～16時00分

場 所 雲仙警察署講堂

出 席 者 １ 協議会

柿川会長 宅島委員 熊辻委員 永尾委員 隈部委員 塚本委員

２ 警察署

林田署長 竹田警務課長 西村生活安全課長 山口地域課長

林交通課長
３ 書 記

警務係長

会議の状況 １ 諮問テーマへの協議会の答申に対する推進状況について

署長から、前回協議会における諮問テーマ「効果的な警察官採用

募集活動について」への答申「各年代の子供たちが身近に感じる啓

発活動の推進」に対する推進状況について、次のとおり説明があっ

た。

(1) 「勤労感謝の日」の小浜こども園園児訪問時における啓発活動

を実施した。

(2) 交通安全教室におけるふれあい活動を実施した。

(3) 小学生児童の社会科見学訪問に対応した。

(4) パトロール中の保育園・学童保育へのパトカー、警察官の訪問

活動を実施した。

(5) 県警察音楽隊ふれあいコンサートへの地元中・高校生の参加を

要請した。

(6) 高校生に対する職業紹介を実施した。

(7) インターンシップ参加高校生に対する県警察カレンダー・年賀

状を送付した。

(8) 各種イベントでの警察車両の展示を実施した。

(9) 小学校の通学路警戒を実施した。

(10) 交番に来所した幼児とのふれあい活動を実施した。

２ 前回会議での協議会の意見に対する推進状況について

署長から、前回協議会における提出意見である「年末年始におけ

る交通事故抑止対策の推進」に対する推進状況について、次のとお

り説明があった。

(1) 令和５年中及び令和５年12月１日から令和６年１月15日までの

交通事故状況を説明した。

(2) 速度違反取締り、交差点関連違反の取締り、携帯電話・シート

ベルト違反等取締りを実施した。

(3) 交通安全協会・地域交通安全活動推進委員との合同キャンペー



ン等各種キャンペーンを実施した。

３ 令和５年10月から12月までの業務重点推進結果について

署長から、次のとおり説明があった。

(1) 職員の基礎体力向上及び健康増進の推進

ア 「術科の日」における柔道・剣道訓練の実施

イ 県下警察逮捕術大会に向けた特別強化訓練の実施

ウ リレーマラソン大会への参加

エ フットサル・ソフトボールの実施

オ 警察体力検定の実施

カ うがい薬の設置

(2) 歳末警戒の徹底

ア 防犯キャンペーンの実施

イ 防犯パトロールの実施

ウ 防犯講話の実施

(3) 事件・事故抑止に向けた街頭活動の強化

ア 国道での街頭監視

イ 住宅街のパトロール

ウ 交通危険箇所での街頭監視

エ 通学路のパトロール

オ 金融機関への立ち寄り警戒

(4) 窃盗・詐欺事件の検挙推進

だまされたふり作戦の実施

(5) 飲酒運転根絶対策の推進

ア 交通事故情勢

(ｱ) 県内の交通事故情勢

(ｲ) 雲仙警察署管内の人身事故の特徴

(ｳ) 雲仙警察署管内の死亡事故

(ｴ) 雲仙警察署管内の時間外死亡事故

イ 飲酒運転根絶対策の推進

(ｱ) 各種キャンペーンの実施

(ｲ) 島原半島警察署等の合同夜間検問の実施

(ｳ) 飲酒運転による交通事故の発生状況

(6) 居住外国人対策の推進

４ 令和６年雲仙警察署業務運営重点について

署長から、令和６年における雲仙警察署業務運営重点について、

次のとおり説明があった。

(1) 犯罪から県民を守る総合的な取組の推進

(2) 交通死亡事故・重傷事故抑止対策の推進

５ 業務重点推進計画について

署長から次のとおり説明があった。

(1) 人材確保に活動に向けた取組の推進



(2) ニセ電話詐欺被害防止活動の推進

(3) 110番通報の適切な利用に係る広報活動の推進

(4) 窃盗・詐欺事件の検挙推進

(5) 厳寒期における的確な雪氷対策の推進

(6) 沿岸警戒の推進

提 出 意 見 ○ 災害に備えた広報啓発活動の推進について

能登半島地震の発生を受けて、災害はいつ発生するか分からない

ということを改めて認識したところである。

災害に関して日頃から広報啓発活動に努めてもらいたい。


